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水
生
生
物
調
査
を
実
施

　
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
二
日
に
鬼
怒
川

大
道
泉
橋
付
近
で
、
真
岡
市
立
長
沼
中
学
校

の
生
徒
さ
ん
達
が
「
水
生
生
物
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

「
水
生
生
物
調
査
」
は
、

　
①
河
川
に
生
息
す
る
水
生
生
物
は
、

 
 
水
質
汚
濁
の
影
響
を
反
映
し
て
お
り
、

 
 
そ
れ
ら
の
水
生
生
物
を
指
標
と
し
て

 
 
概
略
の
水
質
を
判
定
す
る
こ
と
が
で

 
 
き
ま
す
。

　
②
こ
の
よ
う
な
水
質
の
調
査
は
、
一
般

 
 
の
方
に
も
分
か
り
や
す
く
、
高
価
な

 
 
機
材
等
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
か
ら

 
 
誰
で
も
簡
単
に
調
査
で
き
る
と
い
う

 
 
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
調
査
を
通
じ
て
自
然
と
身
近

に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
問
題
へ
の
関

心
を
高
め
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
の
結
果
、
鬼
怒
川
大
道
泉
橋

地
点
の
水
質
は
、
「
き
れ
い
な
水
」

と
い
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
八
月
一
九
日
・
喜
楽
橋
に
て

瑞
穂
野
中
学
校
、
二
十
四
日
成
田
橋
に
て
下

館
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
達
に
よ
る
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
車
操
作
訓
練
実
施

 
 
 
 
 
 
 
 

(

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
て
）

 
平
成
二
十
一
年
八
月
十
二
日
つ
く
ば
み

ら
い
市
の
要
請
に
よ
り
つ
く
ば
み
ら
い
市

山
王
新
田
に
お
い
て
市
職
員
及
び
関
係
住

民
に
対
し
て
排
水
ポ
ン
プ
車
の
操
作
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た

。

 
当
地
区
は

、
小
貝
川
と
中
通
川
に
囲
ま

れ
た
地
域
で
あ
り

、
浸
水
が
発
生
し
た
場

合
に
備
え
て
地
域
の
方
々
等
が
訓
練
に
汗

を
流
し
ま
し
た

。

 
訓
練
は

、
職
員
に
よ
る
機
械
の
機
能
説

明
及
び
模
範
操
作
の
後

、
実
地
訓
練
と
し

て
実
際
に
機
材
を
組
み
立
て
排
水
操
作
ま

で
を
実
施
し
ま
し
た

。

 
訓
練
後
の
感
想
に
は

、
ポ
ン
プ
車
を
操

作
す
る
こ
と
に
よ
る
出
水
時
の
効
果
へ
の

期
待
と
共
に

、
操
作
に
対
し
て
は

、
操
作

は
簡
単
だ
が

、
機
材
等
が
か
な
り
重
く

、

皆
で
息
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
等
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

豪
雨
に
よ
る
出
水
状
況
に

つ
い
て

 
下
館
河
川
事
務
所
で
は

、
平
成
二
十
一

年
八
月
十
日

、
鬼
怒
川
石
井

(
右

)

水
位

観
測
所
の
水
位
が
水
防
団
待
機
水
位
に
達

し
た
た
め

、
下
館
河
川
洪
水
対
策
支
部
を

設
置
し

、
洪
水
体
制
に
入
り
ま
し
た

。

 
八
月
九
日
の
夜
半
か
ら
降
り
始
め
た
雨

は

、
十
日
の
早
朝
か
ら
正
午
に
か
け
て
激

し
い
雨
と
な
り

、
鬼
怒
川
の
石
井
上
流
域

で
は
流
域
平
均
雨
量
約
八
九
㎜
､
小
貝
川

の
黒
子
上
流
で
は

、
流
域
平
均
雨
量
約
六

七
㎜
を
観
測
し
ま
し
た

。

 
鬼
怒
川
の
河
川
水
位
は
中
流
の
川
島
観

測
所

(

筑
西
市
女
方

)

で
氾
濫
注
意
水
位

を
超
え
水
防
団
が
巡
視
を
行
い
ま
し
た

が

、
特
に
大
き
な
災
害
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た

。
ま
た
上
流
の
石
井
観
測
所

(

宇

都
宮
市
石
井
町

)

、
下
流
の
鬼
怒
川
水
海

道
観
測
所

(

常
総
市
水
海
道
本
町

)

に
お

い
て
水
防
団
待
機
水
位
を
超
え
ま
し
た

。

 
小
貝
川
に
お
い
て
は

、
上
流
の
三
谷
観

測
所

（
真
岡
市
大
字
高
田

)

、
中
流
の
黒

子
観
測
所

(

筑
西
市
西
保
末

)

で
水
防
団

待
機
水
位
を
超
え
ま
し
た

。

 
今
回
の
出
水
で
は

、
小
貝
川
で
四
箇

所

、
鬼
怒
川
で
三
箇
所
の
排
水
機
場
・
排

水
施
設
が
稼
働

(

延
運
転
時
間
約
一
二
五

時
間

、
累
計
排
水
量
約
二
六
六
万
立
方

メ
ー
ト
ル

、
二
十
五
m
プ
ー
ル
換
算
約
七

四
〇
〇
杯
分

)

し
浸
水
被
害
の
防
止
･
軽

減
を
計
り
ま
し
た

。

 
例
え
ば

、
小
貝
川
の
伊
丹
排
水
機
場
の

稼
働
に
よ
り
約
千
㌶
･
約
三
千
世
帯
の
浸

水
被
害
の
軽
減
･
防
止
に
な
リ
ま
し
た

。

 
下
館
河
川
事
務
所
で

は

、
災
害
の
発
生
に
備
え

て
左
記
の
災
害
対
策
用
機

械
を
保
有
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
ら
の
機
械
は

、
自
治

体
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば

災
害
現
場
に
派
遣
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す

。

　
詳
細
は
管
理
課

(

〇
二
九
六
ー

二
五
ー

二

一
六
九

)

　
へ
ご
連
絡
下
さ
い

。

下館河川事務所保有台数

種　別 能　力 台　数 備　考

排水ポンプ車 １３m
3
/min １台 水中モータ式

〃 ３０m
3
/min １台 水力式

〃 ３０m
3
/min １台 水中モータ式

照　明　車 １０kVA １台 ４灯式

〃 ２０kVA １台 ６灯式

第
二
次
募
集
開
始

「
建
設
業
と
地
域
の
元

気
回
復
助
成
事
業
」

 

「
建
設
業
と
地
域
の
元
気
回
復
助

成
事
業

」
は

、
地
域
の
建
設
業
団
体

が

、
保
有
す
る
人
材

、
機
材

、
ﾉ
ｳ

ﾊ
ｳ
等
を
活
用
し
農
業

、
林
業

、
福

祉

、
環
境

、
観
光
等
の
異
業
種
と
の

連
携
に
よ
り
地
域
に
お
け
る
問
題
意

識
を
共
有
し
た
上
で

、
建
設
団
体
や

地
方
公
共
団
体
な
ど
の
地
域
関
係
者

と
協
議
会
を
設
立
し
て

、
建
設
業
の

活
力
の
再
生
と
地
域
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
す
る
場
合
に

、
連
携
事
業
の

検
討
や
試
行
的
実
施
に
必
要
な
経
費

を
助
成
す
る
も
の
で
す

。

 
◎
公
募
期
間

 
 

九
月
一
日

(

火

)

～

 
 
 
 
 

九
月
三
十
日

（
水

）

 
◎
助
成
交
付
金

 
 

最
大
 

二
，
〇
〇
〇
万
円

募
集
要
領
の
詳
細
は
下
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
ご
参
照
下
さ
い

。

 
一
次
募
集
に
よ
り
選
定
し
た
一
〇

四
件
の
助
成
事
業
に
つ
い
て
も
記
載

し
て
い
ま
す

。

　
応
募
い
た
だ
く
際
の
参
考
と
し
て

ご
覧
下
さ
い

。

アドレス　　ｈｔｔｐ：//www.ktr.mlit.go.jp/kyoku/construction/index．.htm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２８回　　　川の写真コンクール応募受付中
  ●応募資格　　      関東地地方（山梨県・静岡県を含む）の小・中・高校生
  ●応募締切日　     平成２１年９月３０日（当日消印有効）
  ●送  り  先           さいたま市中央区新都心2-1さいたま新都心合同庁舎２号館
                             国土交通省関東地方整備局河川部河川管理課河川管理係
  ●お問い合わせ    財団法人河川環境管理財団｢川の写真コンクール係｣
                             電話03(5847)8306   ＨＰｱﾄﾞﾚｽhttp://www.kasen.or.jp/

き
れ
い
な
川
に
住
む
生
き
物
の
一
例

第
十
四
回
 
鬼
怒
川
流

域
交
流
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会

開
催

 
平
成
二
十
一
年
八
月
二
日

、
鬼
怒
川

大
形
橋
上
流
に
お
い
て
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

 
今
年
は
一
般
の
部
五
十
一
団
体

、
小

学
生
の
部
六
団
体
の
参
加
に
よ
り

、
約

二
千
人
の
熱
い
声
援
の
中

、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

。

 
川
岸
に
は
シ
ー
ト
を
敷
い
て
熱
戦
を

応
援
す
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た

。

 
皆
様
も
来
年
は
是
非

参
加
い
た
だ
き

、
熱
い

戦
い
を
直
に
味
わ

っ
て

見
て
は
如
何
で
す
か

。

 
ま
た

、
参
加
さ
れ
な

い
方
々
も

、
現
地
で
の

熱
い
応
援
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す

。

  下館河川事務所では、下記の出前講座を開設しています。皆様からのご依頼に応じてお伺いしま
す。講演料は無料となっていますので、学校の総合学習や市民講座等の生涯学習にご活用下さい。
皆様からのご依頼お待ちしています。

講座名   ★河川の環境   ★河川の管理   ★川の歴史   ★川の利用

問い合わせ先:調査課  (0296-25-2171)

＊国土交通省で使用見込みがない場合派遣します

排水状況

機材組み立て訓練

 
豆
知
識

（
初
級
編
①

)

 
 

右
岸
･
左
岸
知

っ
て
ま
す
か
？

  
河
川
の
上
流
か
ら
下
流
に
向
か
い

、
右

側
が
右
岸
､
左
側
が
左
岸
と
言
い
ま
す

。


	原稿 (発行)

